
プロジェクト課題№３

地域農業の維持・発展に向けた地域計画の作成と実践

大河原農業改良普及センター

計画期間：令和５～７年
対 象 者 ：村田町菅生地区土地利用型農業

次世代担い手
【菅生農業生産組合（5名）、２経営体（2名）】

チーム員：◎阪本、千田、伊藤（和） 、渡邉、
熊田、大森

令和7年度 第2回普及活動検討会



１．課題の背景

□菅生地区の概要

●位置等
・村田町の北東部に位置
・高速道路（菅生SE）、県道、交通の要所

●地域の農業
・1975年に30ａ区画を基準とした
基盤整備がなされ、水稲は農業
生産組合と認定農業者が部分作
業を含めて担っている。

菅生地区

（引用元： 大河原地方行政連絡調整会議、
令和５年度仙南地域の概要）



●農地の状況

・県道、高速道路沿いの農地
・丘陵地多く、勾配がきつい、不正形のほ場も多い
・水源が少ない（ため池や沢水利用）
・平坦部が多い村田町で中山間地に近い地域

引用：
国土地理院撮影写真



●地域農業の抱える課題

①担い手農家の減少
（生産組合と中規模認定農業者のほか、小規模農家多い）

②不利な圃場条件（傾斜地、耕作地が分散、水源不足）

③担い手の請け負う規模が限界（生産組合の高齢化）

地域計画の見直しを契機に話し合いを通じて農地利
用の将来像を模索する



活動内容

■目的

・定性的目標

○地域内の合意形成の下で地域計画が作成・実践される

・定量的目標

○次世代担い手（３経営体）の水稲作付面積

２．課題の目的

実績 目標

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

４６．６ha ４７ha ５０ha ５３ha



活動内容３．３年間の活動内容

地域計画 素案作成 地域計画 策定・公表 地域計画 見直し

①地域内の合意形成支援

②担い手候補経営支援

担い手候補水稲栽培技

術支援

①話し合いの継続支援

②次世代担い手の経営

改善支援

1年目

令和５年度

２年目

令和６年度

３年目

令和７年度

①話し合いの継続支援

②次世代担い手の経営

改善支援



【６年度末 大河原管内２市７町で４９地区が策定】

(1)地域計画

⇒地域の将来の農用地利用
の姿を明確にした設計図

⇒１０年後（令和１２年）を見
据え、担い手を含め、農地
所有者、地域住民なども交
えて、話し合うことが重要

村田町 菅生地区の地域計画



(2)目標地図

・担い手に農地が集まる
⇒「集積」

・集積した農地がまとまる
⇒「集約」

「集積」から「集約」へ



菅生地域計画
目標地図

・耕作者別に現状を参考に作成
・集積は進展しているが労働力
を考えると限界

・効率的な生産をするため「集
約」が必要な担い手あり

地域計画の実践

（令和7年3月現在）



活動内容

①地域内の話し合いの継続支援

 

３．活動内容及び成果①

【地域計画見直しにかかる役場との打ち合わせ】

・地域計画の見直し手順の確認
・地区内アンケートの実施
・大規模又は拡大志向の強い
経営体のヒアリング

見直しへ



地域計画見直し検討会
（菅生地区豊かな地域農業研修会と同時開催）

（R8.１.22）

〈内容〉
１ 水稲技術研修（次作に向けた土づくり）
２ 経営研修（農業経営の継承）
３ 地域計画の見直し
（地域計画・目標地図の再確認・修正）

地域計画の見直し



共通する課題 個別の課題 支援

生産組合
・地区内小規模
個別農家の高
齢化により急
速に面積が拡
大

・水稲栽培管理
が困難なほ場
がある

・今後の組織形態
（法人化の検討）

・法人化勉強会の開催
・水稲栽培技術支援

個別担い手①

・労働力に応じた経営規模
の検討

・水稲・新規作物（えだま
め）栽培支援

・水稲の営農シミュレー
ションの実施。

個別担い手②
・水稲栽培技術支援
・水稲の営農シミュレー
ションの実施。

②次世代担い手への経営改善支援

３．活動内容及び成果②



【新規作物(えだまめ）巡回指導】
着莢状況確認

次世代担い手への経営改善支援（栽培技術指導）

【水稲栽培指導】
（刈り取り適期確認）

【水稲栽培指導】
（生育状況確認）



〇新規作物（えだまめ）・水稲の栽培支援

⇒作業の都合でえだまめの面積を縮小。収量は維持。
⇒水稲の雑草対策（除草剤散布）のため、用水確保
を重点的に実施。雑草が減り、収量が向上。

安定した量を出荷できたえだまめ 雑草過多だった水田の雑草が減少

次世代担い手への経営改善支援（栽培技術指導）の成果



【経営計画策定支援（個別担い手②）】

次世代担い手への経営改善支援（経営支援）

【経営課題聞き取り（個別担い手）①】

【生産組織聞き取り】



〇生産組合の法人化の方向性
について検討

⇒今の組織体制でも活動でき
るよう構成員の増員で対応
する

⇒省力化のため導入したフレ
コン出荷の推進を進める

次世代担い手への経営改善支援（経営支援）の成果①



〇水稲の営農シミュレーションの実施

⇒農業・園芸総合研究所製のシミュレーションシステムを活
用し、労働力を加味した経営規模の算定を行い、今後の方
向性を確認した。

次世代担い手への経営改善支援（経営支援）の成果②

Ｋ氏の労働時間分布
（労働力３人の場合）



○地域内の合意形成に向け話し合いが継続される

⇒話し合いを継続し目標地図の見直しを行うことができた。
⇒担い手への「農地の集積化」から「農地の集約化」の検討ができた。

地域計画見直し検討会（令和７年度）生産組合との打合せ

４．まとめ（定性的目標の結果）
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地域計画における対象農地面積の３分の１

４．まとめ（定量的目標の結果）



活動内容５．今後の活動

地域計画の実践に向けて

① 「集積から集約」に向けた支援
・町の地域計画見直しと連携し話し合いの継続支援

  ② 次世代担い手の経営改善支援
 ・次世代担い手への栽培、経営へのフォローアップ支援

ご清聴ありがとうございました
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